
　女性部会Ѥ̝６月１３日荒磯ܾಝ　荒磯館Ѡпйћᆮ和５年度女性部会年次報告会をގ਺しました̞

　年次報告会Ѥ̝ಗ௒部会長ѣзйъљѣзとᆮ和４年度事業報告̝ᆮ和５年度事業लݭѠљйћ事務局ѽ

ѿಋბし̝஢໢ъҁました̞ഘйћॶ੔ѣ会員௢ࢴから会員ഄࢬѭѣ協ᆜѠљйћږᅙъҁました̞

　議事ହᆈঞ̝ᆮ和４年度Ⴉをѷјћᄕ൅ъҁҀ部会員ѣল労ྴ஡を行йました̞ᅗ࿇зйъљでѤ̝高橋

益田税務署長̝森本会長Ѡщ୚૞をෛт̝年次報告会Ѥହᆈしました̞報告会Ѡ次йで͑კ۽ᆜアҶӊѣ௴

事とള೧͒と൏しћ益田市ᅶ保्センター्৆ഄ進ݵ　ݢধᄬၼҦーҺィӀーター　藤原三ञથ઴̝۰養ડ

小ࣉಒދ઴からკ۽ᆜアҶӊюҀためѠѤ̝ൽర化࿿̝タンパク૲̝ӒӀラルをӃランスѣᆖф௴ѮҀшと

сკ۽ᆜを高めҀшとѠなҀ̞また्̝ ৆ഄ進を図ҀためѠѤห度なۦຍсྣᅆ͑ 益まю८ࡃള೧ を͒ള६し̝

日常ѣ௴事̝ᄭݐ時ࠗをછјたۦຍсკ۽ᆜを高めҀшとを理ݷしました̞ంचҦӠҽҙイルス߷ಠၼલѭ

ѣඨڞѤྣᅆでюс̝ᄜࡠڞな報告会となѿました̞

　青年部会Ѥ̝６月２２日荒磯ܾಝ　荒磯館Ѡпйћᆮ和５度青年部会年次報告会をގ਺しました̞

　報告会Ѥ਼̝୸Ѡ大谷部会長ѣзйъљѣзとᆮ和４年度事業報告̝ᆮ和５年度事業लݭѠљйћ事務局

ѽѿಋბし̝஢໢ъҁました̞議事Ѡഘйћ７名ѣ部会員ѣ役௱定年ল労ଅをிݵし̝出席ଅ２名ѣྴ஡を

行йました̞ᅗ࿇зйъљでѤ̝高橋益田税務署長̝森本会長Ѡщ୚૞をෛтました̞ഘйћ福利厚生制度

Ѡљйћ保४３社ѽѿಋბをෛт ᄬ̝定ъҁた議事をߍ܆Ѡ進行し年次報告をହᆈしました̞報告会ହᆈঞ̝

ᆮ和４年度Ⴉをѷјћ൅任ъҁҀ大谷部会長から൅任ѣٰੵсъҁ̝ᆮ和５年度から଱任юҀ竹内ం部会長

с部会ߋຍѭѣ参加及び会員ഄࢬѭѣଙ組๸Ѡљйћٰੵъҁました̞

【定年功労表彰者】　　（株）メイワ　  牛　尾　ちえの 様

　　 永年の女性部会活動へのご尽力に対し深く感謝申し上げます。ありがとうございました。

【定年功労表彰者】　　岡﨑左官店（有）　岡　﨑　　　亨 様、  （有）誠和道路　和　田　　　誠 様、

　　　　　　　　　  （有）宮田石油店  中　島　　　亨 様、  （株）ヨネダ　  米　田　安　成 様、

　　　　　　　　　　リプライズ（株）　中　島　　　斉 様、  （同）オパール　領　家　康　伸 様、

　　　　　　　　　  高橋建設（株）    高　橋  宏  聡 様

　　 永年の青年部会活動へのご尽力に対し深く感謝申し上げます。ありがとうございました。
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　６月２１日（ర）益田商工会議所３階大会議室Ѡпйћᆮ和５年度第１回法人

学校をގ校しました̞第１回ჭѤ̝益田労働基準監督署ᄼをпहえし̝２部৔成

で行йました̞第１部Ѥ̝益田労働基準監督署　署長　๎ဪ୮ڵ઴с͑ᆮ和５年

度ѣ労働行ౘѠљйћ̝͒第２部Ѥ̝監督・安۹ݢ長　೅田ඕᄀ઴с਼͑ࣞѣ法

をйたѕтました̞ܐѣ内ᄵで講݁ړ理Ѡљйћ͒ࠊ正と労務ރ

第１部　令和５年度の労働行政について

　労働基準監督署ѣଙ組（対ܥ）Ѥ̝時ࠗ外労働ѣ௒ॻࡋ制ѣหᅀ̝шѣ௒ॻࡋ

制ѣหᅀсᄠᄬъҁћйҀ事業（業務）Ѡљйћ制度周එюҀためѠ日本全国

全ћѣ労働基準監督署Ѡಈ඙した͑労働時ࠗೱඏબ܎ར̝͒４７๓ຘ࿓県Ѡಈ඙した͑働тၒ޺ރ推進બ܎セン

ター͒でೱඏબ܎を行йߍ܆なય行Ѡষцたଙ組сிݵъҁました̞また̝ᆮ和５年度ѣ୔฿ݢ൏とюҀ݁ړѣ２

฿Ѡљйћಋბъҁました̞

Ͷ　働тၒ޺ރѣߍ܆な推進ѠљйћѤ̝労働時ࠗѣ௒ॻを෗えћႧѤࡸ日Ѡ働かѐҀ場合Ѥ̝зらかэめ労છ協

定（３６協定）をॆ҈で所ߐѣ労働基準監督署Ѡఈ出ҀྣᅆсзҀшとѹᆮ和６年３月３１日をѷјћ時ࠗ外労

働ѣ௒ॻࡋ制หᅀѣᄠᄬсହᆈюҀ،ॕಈѣ事業̝ڮ؍師̝؎自ຍଇۦ฽ѣ事業（業務）Ѡљйћ労働局с行л

ଙ組（周එ）ѹબ܎੫๸̝ય行準ྐѣ௢ࢴを理ݷしました̞

Ͷ　労働ੇޕၼલѣ୔฿ݢ൏ѠљйћѤ̝ࣞ年̝高年ᆽ労働ଅѣ労働ੇޕഄ加с全国ษѠॗ念ъҁћйҀ௢̞ࢴш

ѣため̝ᆮ和５年度ړ৶ѣӐイントѣڵљとしћ͑高ᆽଅс安全Ѡ働цҀ௱場ࢪࠅѣౙྐ͒с࢒чらҁた̞ॶ௢

ѣੇޕ཈生௢ࢴからࡸ業ଅѣ４日ړ௒࿠஌ଅిѤ̝５０੅ړ௒сതф̝業ଠအで社会福શયಈ̝小༟業̝ᅳ௒ݤ

࿿ۦ೾業с大тфഄ加̝ຠѠ੣業行ຍѠہࡎюҀ฽๜ѹਏ෬なўѣੇޕѤ̝労働ଅѣॽ人ษなᅆہѣۭࢾѷ大т

й̞ਘঞ̝高年ᆽ労働ଅѣ৐なҀഄ加с।ਕまҁҀため୍̝ᅗचѣੇޕ対੫ѣѴでѤ労働ੇޕѣഄ加Ѡૈલめを

かцҀшとѤਙ໎なため¥ЊϸϽϼҦンҰーシアム̝ౘ࿓協議会(厚労ஷ)をᅶі௒чћ̝労働ੇޕၼલѠষцた

社会ษۦࡃѣ௧成ѹ঳ݑษな安全۹生教育ҷールѣຐ入なўѣ厚生労働ஷѣຍтѠ対ܥし̝高年ᆽ労働ଅをࠟめ

た௱場ࢪࠅѣౙྐѭѣଙ組сྣᅆѕと理ݷしました̞

第２部　最近の法改正と労務管理について（働き方改革特設サイトへＧＯ！！）

Ͷ　਼ࣞѣ法ރ正ѠљйћѤ̝ᆮ和４年４月１日Ѡ労働ય੫総合推進法Ѡ基њф

͑パワーӂラスӔントၼલೃ඙͒及び労働時ࠗѣ੤ॳѭѣଙ組としћ中小企業

ѣ月６０時ࠗ෗ѣ時ࠗ外労働ѣ߇ഄ෣ࣟᅵѣۃт௒чсᆮ和５年４月１日から

หᅀ（ય行）ъҁた̞шҁをଦц̝߇ഄ෣ࣟѣ߇ഄᅵѠ࠙юҀ事৷を଱業ࡋഌ

Ѡბ記юҀшとѹ労働時ࠗѣ੤ॳѠষцたଙ組Ѡ対し̝働тၒ޺ރ推進બ܎஄

成ࣟсߋᅀでтҀшとѠљйћ਻ޱ໢しました̞

Ͷ　ෟࣞѣ法ރ正ѠљйћѤ̝社会ษྣᅆ性ѣࠒ฿からшҁまでᄠᄬъҁћйたॕಈ業̝ڮ師̝自ຍଇۦ฽ଅѣ労

働時ࠗ௒ॻࡋ制ѣหᅀᄠᄬс༌લъҁᆮ和６年４月１日からય行̞шѣ３業ଠ（業務）ѣݦ୔労働ၼલѣࠒ฿か

らѷ準ྐсྣᅆと理ݷしました̞

Ͷ　労務ࠊ理ѠљйћѤ̝働тၒ޺ރຠಈサイトѣ内ᄵѠљйћ݁ړѣ３৷ჭѠழ฿をৡјћಋბсзѿました̞

　،　п役ᅶіリンクେまとめリーフレҶト（サイトѣ利ᅀഊ進）

　　　එѿたйшと̞ဎтたйшと̝છえҀ஄成ࣟѣޱ໢なўީテーӑѠܥэたೱඏೲশ̝બ܎制度をிݵしћй

Ҁѣでߋᅀを

๸ѣҦンテンҷ（ᄄ１０ခน度でテーӑႛѠಋბしћпѿпಭめでю̥）ݭಋຍݷ制度̝ݭଙ組事ᆰຍ　؍　

　　　時ࠗ外労働ѣ௒ॻࡋ制̝同ڵ労働同ڵ෣̝࣮ࣟളษなి્をછйなсらຐ入事ᆰなўѣຍݭをிݵюҀとと

ѷѠ労働時ࠗѣห正な໿ٷѠљйћಋბъҁました̞厚生労働ஷс૙したҟイҼラインでѤ̝労働ଅѣ෣ࣟल

઎をюҀためѠ自ঃఈ告ႧѤタイムҞーҼѠѽҀࠒࡱษな໿ٷѠခцћ໿ٷюҀと૙ъҁћйҀ̞ണၒ労働ଅ

ѣ्৆ࠊ理（ݦ୔労働ѠѽҀ्৆ௐޕをၼલ）とйлࠒ฿から労働安全۹生法Ѡѽѿ̝労働ଅѣ労働時ࠗѣ௢

理と２љࠊѤ̝労働ଅѣ෣ࣟल઎と労働ଅѣ्৆ٷ定ъҁћйҀ̞шѣѽлѠ労働時ࠗѣ໿ࡋюҀとٷを໿ࢴ

ѣჭษѠ合҄ѐた໿ٷၒ法をग़ກюҀшとсྣᅆѕと໢ૢをఇめました̞

　؎　事業ଘѣၒからതф࠴ѐらҁҀ労務ࠊ理Ѡ࠙юҀೱඏと回๹Ѡљйћ

　　　３６協定̝ᄜ̝ݐࡸࢊ଱業ࡋഌ̝同ڵ労働同ڵ෣ࣟ๸ѣढੑ৷ჭをிݵъҁました̞ग़੬しћщ利ᅀを̞　

Ͷ　໩中ஶ対੫Ѡљйћ̼໩中ஶ対੫ѣ͑ం常

ૢ̼͒

　　厚生労働ஷでѤ̝௱場ѠпцҀ໩中ஶᄬၼ

௝報サイトをގಈしிݵしћйҀ̞ࣞ年̝໩

中ஶળၧଅిс１ಒ人を෗えћйҀ̞ࣘ急時

Ѥ̝੣業ඨを൩сѐరを߀ц急ഓᆱࡰを̝ܥ

急ଛ๵сۦაをਭۍюҀ̥ഓѹかな対ܥを̥
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　ᆮ和５年６月２６日　๦ਡ県西部県民センター益田事務所（๦ਡ県益田合同හૼ）ѣ入শѠಈ඙ъѐћෛ

йたӊランターѠ̝ࡇಊѣݛを植えました̞шҁѤ女性部会с社会貢献事業ѣࠅڵとしћႛ年行јћйҀѷ

ѣで̝ၟҁたၒ々сჭѠしћ௿和ѹかѠなјћෛцҀѽл植栽をしました̞　　

法人会
（公社）益田法人会は、益田税務署管内の法人（個人）を会員として、良き経営者を目指すものの団体とし
て、会員の積極的な自己啓発を支援し、「納税意識の向上」と「企業経営および社会の健全な発展」に貢献
する団体です。
現在、益田市・鹿足郡の企業様806社（個人含む）で構成されており、年間を通して、税務研修会・講演会・
社会貢献活動・会報誌の発行・会員交流事業など、様々な活動を積極的に行っております（R5.3月末現在）。
◎メリット
　・正しい税の知識が身に付きます
　・各種研修会・セミナー等を無料で情報提供

致します
　・異業種交流ができ、人脈が広がります
　・福利厚生制度で、一部保険料の団体割引の

適用があります　等

◎会費（口数は何口でも可能です）
　　一般会員　　年間　　１口　　7,000 円
　　賛助会員　　年間　　１口　　3,500 円

■お問合せ　（公社）益田法人会 事務局
　　　　　　       TEL（0856）23-7640

青年部会は、次世代を担う若手経営者の皆様により、
様々な事業の開催やサポートを行っています。
会の運営において、大変ご尽力を頂いております！
・部会員数：42名（Ｒ5.3月末現在）
・入会資格：益田法人会会員企業の経営者
　　　　　　並びに幹部で50歳未満の方
・会　　費：年間　2,000円

女性部会は、青年部同様に様々な会の事業活動をお
手伝いしています。女性ならではの、柔軟さや華や
かさも活かして、元気に活躍されています！
・部会員数：28名（Ｒ5.3月末現在）
・入会資格：益田法人会会員企業の経営者
　　　　　　並びに幹部で75歳未満の方
・会　　費：年間　2,000円
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益田市立図書館 （益田法人会文庫）
　঱益社団法人　益田法人会（森本ࢰઞ会長）Ѥ ７̝月７日益田市ᅶ図書館ѭ小・中学校ষцѣ学習図書（５Ⴏ

としћနࠅڵຍѣߋ社会ѣ्全な཈ืѣため社会貢献ڱ贈Ѥ地࠴贈しました̞шѣ児童図書ѣ࠴ೱ๵）を܆

成２２年から行јћйҀ事業でᆮ和５年度で１３年ჭをहえ̝࠴贈図書Ѥᆬलで７０８ੲとなѿまю̞

　๵日Ѥ̝森本会長̝市原副会長̝大གྷ社会貢献委員長с益田市役所　市長室Ѡпйћ山本益田市長ѭჭᇪ

сଛ๎ъҁました̞山本益田市長から͑ॶ੔社会ษѠᇮ൏となјћйҀタイトルѣ書౻сതф̝大人でѷࢺ

Ⴔをۃф̝થўѷたісшѣ本を຦҈でඑૢをఇめћѷらйたй̞͒ とଆ૞сзѿました̞

児童図書を寄贈

児童図書を寄贈

益田市立図書館（益田法人会文庫）

公益社団法人 益田法人会（森本恭史会長）は、７月７日益田市立図書館へ小・中学校向けの学習図

書（５万円相当）を寄贈しました。この児童図書の寄贈は地域社会の健全な発展のため社会貢献活動の

一環として平成２２年から行っている事業で令和５年度で１３年目を迎え、寄贈図書は累計で７０８冊

となります。

当日は、森本会長、市原副会長、大畑社会貢献委員長が益田市役所 市長室において山本益田市長へ

目録が手渡されました。山本益田市長から「現在社会的に話題となっているタイトルの書籍が多く、大

人でも興味を引く、子どもたちがこの本を読んで知識を深めてもらいたい。」と謝辞がありました。
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益田市立吉田小学校・安田小学校
　公益社団法人　益田法人会（森本恭史会長）は、益田市立吉田小学校へ７月１１日（火）及び安田小学校

へ７月１８日（火）に児童図書（各５万円相当）を寄贈しました。

益田市立吉田小学校

　７月１１日（火）　森本会長、市原副会長、大畑社会貢献委員長は、吉田小学校を訪れ、伝記を読もう第

１期から第６期まで計３０冊の児童図書の目録を代表児童へ手渡しました。代表児童からは、「寄贈された

伝記（歴史）図書を読んで勉強し自分達の生活などに役立てていきたい。」などの声が聞かれ、これから授

業等に活用したいと謝辞がありました。

益田市立吉田小学校

益田市立安田小学校

　７月１８日（火）森本会長、市原副会長、大畑社会貢献

委員長は、安田小学校を訪れ、代表児童へ児童図書１９冊

の目録を手渡しました。代表児童から「寄贈された図書を

全校児童に紹介し読んでもらい勉強に役立てたいと思いま

す。」などの謝辞がありました。

益田市立安田小学校

児童図書を寄贈
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一般社団法人  豊かな暮らし
ラボラトリー(ユタラボ)
代表理事 檜　垣　賢　一

〒698-0021　島根県益田市幸町8-18
TEL：0856-25-7143　FAX：0856-32-0020

URL：https://yutalab.com/

“自分なりの「幸せのものさし」を大切に、豊かな暮らしをデザインできる社会を目指して！”

沿　　革：2017年10月　島根県益田市へ移住

　　　　  2017年10月　益田市教育委員会ライフ

　　　　　　　　　　　教育コーディネータとし

　　　　　　　　　　　て活動

　　　　  2020年 4 月　一般社団法人 豊かなくら

　　　　　　　　　　　しラボラトリー（ユタラ

　　　　　　　　　　　ボ）を創設

従業員数：13名（大学生インターン２名含む）

事業内容：社会教育活動、地域交流スペースの運

　　　　　営、学校支援、新規就職者や移住者定

　　　　　着支援等 

①檜垣代表は、前職「ＮＰＯ法人カタリバ」在籍

中、益田市へ転勤となり益田市教育委員会で４年

間勤務。人口約450人の北仙道地区での生活で、

同地区での暖かい近所付き合いを通じ人と人が繋

がって生きて行く喜びや地域の祭りや運動会など

創造する喜びなどを感じる中で、同地区での暮ら

しに魅了され定住を決意。 

①わが社のモットーとＰＲ
②社長の趣味、余暇の過ごし方等
③自由発言

　その経験が元となり、2020年４月に全国から集

まった仲間と共に、ユタラボを創設。高校生や新

社会人の交流スペースの運営、益田市と連携し

移住者の定住支援・促進を中心に事業を展開。大

学入試改革や終身雇用制度の終焉など社会環境が

変化し、自身の生き方に悩む10代と20代がこれま

で以上に増加。その若者が自分なりの「幸せの

ものさし」に触れる機会を提供するため、地域

の大人と子供が１対１で語り合う「益田版カタリ

場」、新社会人が繋がりをつくる研修「Masuda 

no Douki」、県外者等に益田の暮らしの魅力を伝

える｢豊かな暮らしについて考えるライフキャリ

ア体験｣など次世代を担う若者が｢自分なりの豊か

な暮らしをデザイン｣できるよう支援を行う。

②趣味は、書道で現在初段。余暇を利用して地域

行事への参加。

③教育や次世代を担う若者に対して税金を有効に

活用して頂きたい。 

代表理事　檜垣　賢一 氏

（ 若手社会人と大学生対象の田舎暮らし体験 ） （ 事務所の様子 ） （ 若手社会人と大学生対象の田舎暮らし体験 ）

（ ユタラボ職員研修時の様子 ） （ ユタラボ職員一覧 ） （ 北仙道地区での暮らし ）
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